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本研究の対象者は、奈良県内の4地域での募集に応じた、 65 歳以上の男女4,27 人である。207
年から208 年に実施したベースライン調査で、生活機能の低下を認めなかった者を5年間追跡し、ベ
ースライン時の趣味活動の実施状況と追跡期間中の新たな生活機能低下の関連を検討した。ADL の
評価には老研式活動能力指標（TMIG-IC ）を用いて評価し、 ADL 低下のリスク比の算出には、ポアッ
ソン回帰モデルを用いた。
スポーツ活動や文化的趣味活動を実施する者では、その後のIADL 低下のリスクが有意に低く、そ
の関連は、性、年齢、 BMI(Body Mas Index ）、喫煙習慣、飲酒習慣、既往歴（がん、脳血管疾患、
糖尿病、高血圧）、独居の有無、うつ症状（GDS ）、認知機能（MMSE ）とし 1った交絡因子と独立してい
た。
さらにスポーツ活動と文化的趣味活動の両方を実施しない者、どちらか一方を実施する者、両方を実
施する者を比較した分析から、両方を実施することでIADL リスクがより低くなる有意な交互作用を認め
た。
スポーツ活動と文化的趣味活動を組み合わせて実施することによって、 AOL 低下の予防効果が高ま
ることが示唆された。
